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主 な 記 事 
ＤＶ防止法が施行 2面 
電算の処理状況を公表㊦ 2面 
地球はみんなの宝物� 3面 
「つつきの郷」が完成 4面 
歯の健康最終回 4面 
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男  28，327人（+37） 
平成13年10月1日現在（　）は前月との比較 

市の人口 市の人口 

女  29，065人（+18） 
合計  57，392人（+55） 

世帯数  20，667世帯（+60） 

古紙配合率100％再生紙を
使用しています
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京
田
辺
市
は
「
第
２
次
京
田
辺
市
総
合
計
画
」
に
定
め
て
い
る
都
市
像
の
「
緑
豊
か
で
健

康
な
文
化
田
園
都
市
」
実
現
を
め
ざ
す
一
環
と
し
て
「
緑
の
基
本
計
画
」
を
定
め
ま
し
た
。

市
が
市
民
の
み
な
さ
ん
と
緑
と
の
関
わ
り
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
本
市
に
お
け
る
「
緑
」

の
あ
り
方
を
考
え
、
保
全
と
創
造
や
こ
れ
か
ら
の
関
わ
り
方
な
ど
、
生
活
に
潤
い
と
安
ら
ぎ

を
与
え
る
「
緑
」
全
般
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
考
え
方
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

計
画
の
目
的
は
、
自
然
環
境

や
歴
史
資
源
を
「
緑
」
と
し
て

活
用
し
ま
す
。
ふ
る
さ
と
の
風

景
を
守
り
育
て
、
そ
の
機
能
を

高
め
良
質
な
景
観
を
保
全
し
、

緑
化
意
識
の
向
上
を
図
り
な
が

ら
、
都
市
公
園
の
整
備
を
総
合

的
に
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

具
体
的
に
は
市
民
参
画
を
大

き
な
柱
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

ま
す
。
市
民
・
企
業
・
行
政
な

ど
が
一
体
と
な
っ
て
身
近
な
緑

と
の
ふ
れ
あ
い
づ
く
り
を
は
じ

め
と
す
る
快
適
な
都
市
環
境
づ

く
り
や
緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
と
の
連
携
・
育
成
を
行
い
ま

す
。ま

た
「
緑
」
に
関
す
る
情
報

提
供
や
技
術

支
援
な
ど
を

「
緑
」
を
は

ぐ
く
む
仕
組

み
を
作
る
検

討
を
し
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、

緑
化
の
推
進

を
重
点
的
に

図
る
べ
き
地

区
（
＝
都
市

緑
化
重
点
地

区
）と
し
て
、

①
京
田
辺
駅

周
辺
＝
駅
前
な
ど
都
市
の
シ
ン

ボ
ル
と
な
る
地
区
ま
た
既
成
市

街
地
に
お
い
て
特
に
緑
の
少
な

い
地
区
②
三
山
木
駅
周
辺
＝
市

街
地
開
発
事
業
な
ど
の
面
的
な

開
発
が
行
わ
れ
る
地
区
③
北
部

住
民
セ
ン
タ
ー
周
辺
＝
教
育
施

設
な
ど
の
集
積
地
に
お
い
て
公

共
施
設
と
民
有
地
の
一
体
的
な

緑
化
お
よ
び
景
観
形
成
に
よ
り

良
好
な
環
境
の
保
全
お
よ
び
創

出
を
図
る
地
区
と
し
指
定
。
各

地
域
の
特
性
に
あ
っ
た
緑
化
施

策
の
推
進
を
図
る
も
の
と
し
て

い
ま
す
。

京
田
辺
市
緑
の
基
本
計
画
報

告
書
（
概
要
版
含
み
ま
す
）
は
、

中
央
図
書
館
お
よ
び
北
部
住
民

セ
ン
タ
ー
図
書
室
で
自
由
に
閲

覧
で
き
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
都
市
整
備
課

（
�
６４
・
１
３
４
６
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

公
園
な
ど

目
標
面
積

１
１
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

桜
の
木
の
下
で
花
見
を
楽

し
む
み
な
さ
ん(

田
辺
公

園)

田
辺
公
園
に
あ
る
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具
は
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
㊤
週
末
に
な
る
と
ハ
イ
カ
ー
で
に
ぎ
わ
う

甘
南
備
山
。
豊
か
な
自
然
環
境
に
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
場
所
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す

天井川を切り下げてできた防賀
川緑道(東地区）

都
市
全
体
の
理
念
は
、「
第
２
次
京
田
辺
市
総
合
計
画
」

に
定
め
る
「
緑
豊
か
で
健
康
な
文
化
田
園
都
市
」
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

今
あ
る
す
べ
て
の
緑
は
、
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
か
ら

預
か
っ
た
大
切
な
資
産
。
増
や
す
の
も
減
ら
す
の
も
私
た

ち
の
運
用
次
第
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
計
画
の

基
本
理
念
は
、「
守
り
、
伝
え
る
、
未
来
か
ら
の
預

か
り
も
の
」《
ふ
る
さ
と
の
緑
と
育
む
心
》
と
し
て

い
ま
す
。

計
画
の
目
標
年
は
、
平
成
２２
年
で
す
。

都
市
公
園
な
ど
の
整
備
目
標
水
準
は
、
１
１
３

�
（
将
来
人
口
１
人
当
り
１５
・
０７
平
方
�
）
と
し

て
い
ま
す
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
い
い
み

１
１
３
ど
り

い
っ
ぱ
い
京
田
辺
市
」
で
す
。

計
画
の
基
本
理
念
を
実
現
す
る
た
め
、
施
策
の

体
系
（
守
り
、
伝
え
る
、
未
来
か
ら
の
預
か
り
も
の
）

で
は
、４
つ
の
基
本
的
な
方
針
を
柱
と
し
て
い
ま
す
。

○
緑
の
舞
台
づ
く
り

・
ふ
る
さ
と
の
緑
を
守
る

・
歴
史
の
緑
を
守
る

・
緑
の
舞
台
を
創
造
す
る

○
重
層
的
な
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

・
緑
の
主
軸
を
つ
く
る

・
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る

○
人
と
緑
の
交
差
点
づ
く
り

・
生
活
の
中
の
緑
を
つ
く
る

・
緑
と
ふ
れ
あ
う
街
か
ど
を
つ
く
る

○
緑
の
ツ
ー
ル
づ
く
り

・
緑
を
育
む
人
を
つ
く
る

・
緑
を
育
む
し
く
み
を
つ
く
る

いいみどりいっぱい京田辺市 いいみどりいっぱい京田辺市 いいみどりいっぱい京田辺市 
1 1 3

緑
化
意
識
の
向
上
を

３
地
区
を
重
点
的
に
整
備

生活に潤いと安らぎ 生活に潤いと安らぎ 
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広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ
げ
ま
す
。 

　
　
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
４
階
広
報
広
聴
課 

　
　
　
　
　
（
�
６４
・
１
３
２
０
）
へ 

軽自動車税＜税務課＞
◎主な事務処理状況
課税処理・調定表・課税状況調・氏
名順索引簿・標識番号順索引簿・課
税物件リスト作成、廃車証明書（再
登録用）・標識交付証明書・廃車申
告受付書（保険用）・納税通知書兼
領収書の発行

○記録項目（概要）
車両種別コード、標識番号、登録年
月日、廃車年月日、異動年月日、異
動事由コード、排気量

税収納＜税務課＞
◎主な事務処理状況
納税通知書兼領収書・収納状況表・
調定表・日計表・異動調定表・調定
集計表・口座振替納付明細書・口座
振替済通知書発行者リスト、口座振
替依頼件数表・口座振替結果合計表、
口座振替不能明細表の作成、督促
状・催告書・還付・充当通知書・納
税証明書の発行

○記録項目（概要）
税目コード、調定督促手数料、調定
延滞金、納期限、収納回数、催告年
月日、延滞金免除開始年月日、延滞
金、還付本税額、還付督促手数料、
還付加算金

国民健康保険＜国保年金課＞
◎主な事務処理状況
還付帳票・賦課台帳・徴収簿・収入
状況表・調定表・過誤納確認リス
ト・還付対象者リスト・高額医療対
象者リストの作成、被保険者証・退
職者医療証・納付通知書・更正決定
通知書・督促状・催告書の発行

○記録項目（概要）
被保険者番号、喪失区分サイン、異
動年月日、有効期限、続柄設定年月
日、国民健康保険加入年月日、金融

市
は
、
前
回
に
引
き

続
き
「
京
田
辺
市
電
子

計
算
組
織
に
係
る
個
人

情
報
保
護
に
関
す
る
条

例
」
第
１２
条
の
規
定
に

基
づ
い
て
、
電
算
処
理

状
況
を
公
表
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
一
覧
表

は
わ
か
り
や
す
く
す
る

た
め
、
概
要
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
財
政
課

（
�
６４
・
１
３
１
２
）

平
成
１３
年
１０
月
１３
日
に
、

「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防

止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関

す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
法
律
は
、

都
道
府
県
に
あ

る
婦
人
相
談
所

そ
の
他
の
適
切

な
施
設
が
、「
配

偶
者
暴
力
支
援

セ
ン
タ
ー
」
の

役
割
を
果
た
し

ま
す
。

▼
配
偶
者
か

ら
の
暴
力
を
受

け
た
被
害
者
の

�
相
談
・
指
導

�
一
時
保
護
�

情
報
提
供
な
ど

▼
さ
ら
な
る

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
に
よ
っ

て
、
生
命
ま
た
は
身
体
に
重

大
な
危
害
を
受
け
る
恐
れ
が

大
き
い
と
き
に
は
、
裁
判
所

が
被
害
者
の
申
し
立
て
に
よ

り
、
一
定
期
間
、
加
害
者
を

被
害
者
か
ら
引
き
離
す
た
め

の
保
護
命
令
を
発
す
る
こ
と

な
ど
が
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の

法
律
は
、
夫
か

ら
の
暴
力
お
よ

び
、
妻
か
ら
の

暴
力
が
対
象
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
配
偶

者
暴
力
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
に

つ
い
て
は
、
平

成
１４
年
４
月
１

日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
す
。
そ
れ

ま
で
の
間
も
、

婦
人
相
談
所
な

ど
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。問

合
せ
先
＝
政
策
推
進
課

（
�
６４
・
１
３
１
０
）

配偶者からの暴力を防ぐ

＜ 2 ＞

機関コード、預金種別、口座番号、
口座名義人、税目コード・番号、調
定年税額、徴収サイン、分納サイン、
更生年月日、更生事由、減免額、基
準所得、所得割額、資産割額、均等
割額、督促状発行年月日、督促手数
料、延滞金、診療年月、初診点数、
診療点数

国民年金＜国保年金課＞
◎主な事務処理状況
被保険者一覧リスト・収納日計表・
口座振替者一覧リスト・口座振替集
計表・振替明細書・検認報告・60歳
年齢到達者リスト・異動リスト・収
納消込リスト・収滞納一覧表・対象
者別リスト・宛名シールの作成、納
付書・振替送付書・未納納付書の発
行

○記録項目（概要）
取得年月日、取得理由コード、納付
書区分サイン、口座番号、口座名義
人、調定記録、累計（月数）記録、
過去累計、異動年月日

介護保険事務＜介護保険室＞
◎主な事務処理状況
資格記録管理・保険料納付記録管
理・受給者管理・給付実績管理・共
通管理、被保険者証・資格者証・受
給資格証明書・訪問調査依頼書・主
治医意見書依頼書・要支援・要介護
認定結果通知書・保険料納入通知
書・保険料納付書・保険料更新通知
書、保険料収納済通知書・償還払い
サービス支給決定通知書・高額介護
サービス費支給決定通知書の発行

○記録項目（概要）
資格記録管理：被保険者番号、個人
番号、被保険者資格取得日、被保険
者資格喪失日、被保険者証有効期限
保険納付記録管理：賦課年月日、賦
課決定日、保険料段階、保険料額、
給与収入、給与所得、年金収入、年

金所得、営業所得、農業所得、利子
所得、配当所得、不動産所得、雑所
得、年金種別
受給者管理：申請書区分、申請事由、
訪問調査実地機関、医療調査実地機
関、一次判定日、一次判定介護度、
二次判定日、二次判定介護度、訪問
通所サービス単位、短期入所サービ
ス日数、利用指定サービス
給与実績管理：居宅介護支援事業者、
現物給付サービス種類、現物給付単
位数・日数、現物給付サービス単位
数、償還払いサービス本人支払額、
償還払いサービス決定支払額、高額
介護サービス費本人支払額、高額介
護サービス費決定支払額

保健・福祉システム（共通）
○記録項目（概要）
個人番号、世帯番号、氏名、性別、
生年月日、続柄、本籍地、筆頭者、
住民届出日、記載年月日、記載事由、
記載区分、前住地、転出地、異動区
分、異動事由、異動年月日、異動届
出年月日、学校区、国民年金個人番
号、国民健康保険番号、国保異動区
分、国保資格区分、国保取得日、国
保取得届出日、国保取得事由、国保
喪失日、国保喪失届出日、国保喪失
事由、退職主区分、退職取得日、退
職喪失日、退職証書有無、外国人個
人番号、外国人名、登録番号、登録
日、登録事由、国籍

上・下水道料金
＜水道部業務課＞＜下水道課＞
◎主な事務処理状況
料金計算・使用水量のお知らせ・納
入通知書兼領収書・口座預金不足の
お知らせ発行、量水器管理表・口座
振替不能者リスト・収納リスト・口
座振替ＭＴ料金調定明細書（上水・
下水・合計・口径・段階・用途）・
口座振替依頼書・口座振替明細書作

成

○記録項目（概要）
使用者番号、使用者氏名（名称）、開
栓年月日、閉栓年月日、使用水量、
水道基本料金、水道従量料金、水道
料金、汚水量、減水量、下水道使用
量、収納額
収納数量水量：量水器番号、口径、
前回指示数、今回指示数、耐用年月
日、休・停止サイン

財務会計＜財政課・会計課＞
◎主な事務処理状況
予算要求・予算集計・予算書作成・
配当・流用・調定・戻出・振替・支
出負担行為・支出命令・口座振込・
給与引落・決算・決算統計資料作成

○記録項目（概要）
債権債務者番号、債権債務者名、郵
便番号、住所、振込・引落銀行名、
口座種別、口座番号、口座名義人名

図書館業務＜中央図書館＞
◎主な事務処理状況
図書貸出・返却・予約、図書検索・
各種統計・督促状印刷・利用者カー
ド・目録カード等の作成

○記録項目（概要）
利用者氏名、利用者コード、生年月
日、性別、電話番号、住所、郵便番
号、登録日、有効期限、最終利用日、
延滞回数

土木積算
＜監理課・土木課・施設用地課・都市
整備課・三山木地区土地区画整理室＞
◎主な事務処理状況
仕訳表の作成・管理費・工事費等の
計算、設計書の作成

○記録項目（概要）
個人情報なし

人事情報・給与計算
＜職員課＞

◎主な事務処理状況
辞令・人事記録・各種名簿・給与・
手当支給明細・各種集計表・統計の
作成

○記録項目（概要）
個人情報なし

電算の処理状況 
公表します 
電算の処理状況 
公表します 

寄

付

 

人

事

人

事

 

表

彰

 

人

事

◎
京
田
辺
市
人
事
（
１０
月
１

日
付
け
）

【
部
長
級
】

助
役
・
市
長
公
室
長
事
務
取

公
庫
マ
ン
シ
ョ
ン
の

情
報
登
録
制
度
に
つ
い
て

公
庫
マ
ン
シ
ョ
ン
の
情
報
登

録
制
度
と
は
、
あ
な
た
が
お
住

ま
い
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
規

約
や
長
期
修
繕
計
画
な
ど
、
管

理
組
合
の
維
持
管
理
内
容
が
、

公
庫
が
定
め
て
い
る
維
持
管
理

要
件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を

登
録
機
関
に
登
録
す
る
制
度
で

す
。登

録
す
る
と
、
そ
の
マ
ン

シ
ョ
ン
の
維
持
管
理
が
良
好
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
住
み

替
え
な
ど
で
売
却
さ
れ
る
際

に
、
公
庫
の
優
良
中
古
マ
ン

シ
ョ
ン
融
資
な
ど
の
手
続
き
を

迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。問

合
せ
先
＝
▼
制
度
全
般
に

つ
い
て
…
住
宅
金
融
公
庫
大
阪

支
店
公
共
業
務
課
（
�
０６
・
６

２
８
１
・
９
２
６
８
）
▼
登
録

手
続
き
に
つ
い
て
…
住
宅
金
融

普
及
協
会
大
阪
支
部
（
�
０６
・

６
２
４
１
・
５
７
０
４
）

行
政
ト
ピ
ッ
ク

ス
扱
兼
務
（
市
長
公
室
長
）
岡
本

仁
白
バ
ラ
研
修
会

日
時
＝
１１
月
２４
日
�
午
後
１

時
〜
４
時

場
所
＝
東
田
辺
公
民
館

内
容
＝
講
演
会
・
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

講
演
会
テ
ー
マ
＝
「
教
育
を

考
え
る
」

講
師
＝
京
都
新
聞
社
論
説
委

員
の
三
好
克
之
さ
ん

対
象
＝
東
・
草
内
・
新
興

戸
・
飯
岡
地
域
の
市
民
（
た
だ

し
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
教
室
は
女
性
有
権
者
の
み
で

す
）参

加
費
＝
▼
講
演
会
…
無
料

▼
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

教
室
…
５
０
０
円

定
員
＝
４０
人

中
央
公
民
館
で

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

市
文
化
協
会
ダ
ン
ス
の
部

は
、
第
１３
回
京
田
辺
市
民
音
楽

と
ダ
ン
ス
の
集
い
を
開
き
ま

第
８
回
け
い
は
ん
な

女
声
コ
ー
ラ
ス
の
集
い

京
田
辺
市
か
ら
は
、
コ
ー

ル
・
ハ
レ
ル
ヤ
と
大
住
・
森
の

コ
ー
ラ
ス
が
出
場
し
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時
＝
１１
月
４
日
�
午
後
１

時
開
演
（
午
後
０
時
３０
分
開
場
）

場
所
＝
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ

（
精
華
町
）

入
場
料
＝
無
料

問
合
せ
先
＝
大
住
・
森
の

コ
ー
ラ
ス
　
森
田
（
�
６２
・
３

９
３
０
）

社 
協 

よ 
り 

だ 

ひ
だ
ま
り
の
会

日
時
＝
１０
月
２３
日
�
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時

場
所
＝
府
立
洛
南
寮

対
象
＝
市
内
の
高
齢
者

内
容
＝
ホ
ー
ム
喫
茶
…
喫
茶

店
を
開
き
ま
す

参
加
費
＝
３
０
０
円
（
お

茶
･
ケ
ー
キ
代
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会
福

祉
協
議
会
（
�
６２
・
２
２
２
２
）

子
育
て
サ
ロ
ン

読
書
の
秋
、
食
欲
の
秋
が
本

格
的
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
を
聴
い
て
、
さ

つ
ま
い
も
を
焼
い
て
、
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
伴
奏
で
歌
を
う
た
い

京
田
辺
芸
術
家
協
会
展

２１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す

京
田
辺
芸
術
家
協
会
は
、
第

８
回
京
田
辺
芸
術
家
協
会
展

（
後
援
＝
市
・
教
育
委
員
会
）

を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
１０
月
２１
日
�
〜
２８
日

�
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
（
た

だ
し
、
２８
日
は
午
後
４
時
ま
で

で
す
）

場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー

ル
問
合
せ
先
＝
京
田
辺
芸
術
家

協
会
　
会
長
　
辻
尾
（
�
６３
・

７
０
０
９
）

ゆ
ず
り
ま
す

�
木
製
本
棚
�
ピ
ア
ノ
い
す

（
長
タ
イ
プ
）
�
ポ
ー
タ
ブ
ル

Ｃ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
�
Ｂ
Ｓ

チ
ュ
ー
ナ
ー
（
ア
ン
テ
ナ
付
）

�
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
�
丸
型

サ
ー
ク
ラ
イ
ン
�
小
型
冷
凍
庫

（
１
０
０
�
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
産
業
振

興
課
（
�
６４
・
１
３
６
０
）

し
め
き
り
＝
１１
月
９
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
（
�
６４
・
１

３
１
１
）

ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
１１
月
２
日
�
午
前

１０
時
〜
正
午

場
所
＝
北
部
住
民
セ
ン

タ
ー対

象
＝
幼
稚
園
入
園
前
の

乳
幼
児
と
そ
の
親

妊
婦
さ
ん
や
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も

ど
う
ぞ

問
合
せ
先
＝
大
住
民
生
児

童
委
員
協
議
会
　
子
育
て
サ

ロ
ン
　
伊
藤
（
�
６２
・
２
１

９
９
）

す
。日

時
＝
１１
月
２
日
�
午
後
７

時
〜
９
時
３０
分

場
所
＝
中
央
公
民
館

問
合
せ
先
＝
市
文
化
協
会
ダ

ン
ス
の
部
　
部
長
　
長
谷
川

（
�
６２
・
２
５
７
８
）

インターネットの普及に伴い、多様な内容
のネット関連トラブルが発生しています。
消費生活相談は、専門相談員が商品やサー

ビスの購入によって生じたさまざまな苦情の
相談を受けたり、情報提供をすることで被害
の未然防止を図り、消費者の手助けをします。
日時＝毎週水・金曜日午後1時30分～4時
場所＝市役所3階306会議室
問合せ先＝産業振興課（�64・1360）

け
い
は
ん
な
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
開
き
ま
す

け
い
は
ん
な
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
実
行
委
員
会
は
、
２
０
０
１

け
い
は
ん
な
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

（
後
援
＝
府
・
市
ほ
か
）
を
開

き
ま
す
。

ハ
ー
フ
以
外
に
も
、
１０
�
や

健
康
５
�
の
種
目
も
あ
り
ま

す
。“
け
い
は
ん
な
”
の
街
並

み
を
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
１２
月
２
日
�
午
前
１０

時
２０
分
〜
午
後
０
時
５０
分

コ
ー
ス
＝
け
い
は
ん
な
学
研

都
市
周
回
コ
ー
ス
（
精
華
町
・

木
津
町
）

種
目
＝
▼
健
康
５
�
▼
男
女

ハ
ー
フ
▼
男
女
１０
�

参
加
資
格
＝
▼
健
康
５
�
…

健
康
な
人
な
ら
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
が
、
中
学
生
以
下

の
参
加
は
、
保
護
者
の
承
諾
が

必
要
で
す
▼
男
女
ハ
ー
フ
…
１６

歳
以
上
の
人
で
、
２
時
間
２０
分

以
内
に
完
走
で
き
る
人
▼
男
女

１０
�
…
１６
歳
以
上
の
人
で
、
１

時
間
１０
分
以
内
に
完
走
で
き
る

人
参
加
料
＝
▼
健
康
５
�
…
２

５
５
０
円
（
中
学
生
以
下
１
５

５
０
円
）
▼
男
女
ハ
ー
フ
…
３

５
５
０
円
▼
男
女
１０
�
…
３
０

５
０
円

申
込
方
法
＝
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
参
加
料
を

現
金
書
留
ま
た
は
郵
便
小
為
替

で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝
１１
月
１９
日
	
必

着
申
込
・
問
合
せ
先
＝
産
経
新

聞
社
事
業
局
内
け
い
は
ん
な

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局
（
〒

５
３
０
・
８
２
７
６
大
阪
市
北

区
梅
田
２
・
４
・
９
、
�
０６
・

６
３
４
３
・
４
９
１
７
）

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
が

生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー



モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
は
、

心
の
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー
（
後

援
＝
文
部
科
学
省
・
市
・
教
育

委
員
会
ほ
か
）
を
開
き
ま
す
。

か
け
が
え
の
な
い
命
、
そ
の

命
を
継
承
し
、
愛
を
育
む
家
庭
、

家
庭
の
大
切
さ
を
学
び
、
健
全

な
家
庭
づ
く
り
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
み
な

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日
時
＝
１１
月
８
日
�
・
９
日

�
午
後
７
時
〜
９
時
２０
分

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ
＝
「
愛
を
育
む
家
庭

づ
く
り
」

参
加
料
＝
２
千
円
（
テ
キ
ス

ト
代
・
消
費
税
を
含
み
ま
す
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
綴
喜
モ

ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所
（
�
６２
・
１

９
６
９
、
�
６５
・
４
９
８
８
）

大
阪
国
際
大
学
で

講
演
会
を
開
き
ま
す

大
阪
国
際
大
学
図
書
館
は
、

大
学
祭
協
賛
と
し
て
講
演
会
を

開
き
ま
す
。

日
時
＝
１１
月
３
日
（
文
化
の

日
）
・
４
日
�
い
ず
れ
も
午
後

２
時
〜
３
時
３０
分

テ
ー
マ
・
講
師
＝
▼
１１
月
３

日
…
「
草
原
の
国
モ
ン
ゴ
ル
の

今
」
・
大
阪
国
際
大
学
経
営
情

報
学
部
教
授
の
松
田
孝
一
さ
ん

▼
１１
月
４
日
…
「
歴
史
に
お
け

る
枚
方
と
淀
の
川
筋
」
・
大
阪

大
学
名
誉
教
授
で
大
阪
市
文
化

財
協
会
理
事
長
の
脇
田
修
さ
ん

場
所
＝
い
ず
れ
も
大
阪
国
際

大
学
４
号
館
５
階
（
枚
方
市
杉

３
・
５０
・
１
）

参
加
料
＝
無
料

問
合
せ
先
＝
大
阪
国
際
大
学

図
書
館
（
�
０
７
２
・
８
５

９
・
７
６
６
４
）

京
大
生
に
よ
る

無
料
法
律
相
談

京
都
大
学
法
律
相
談
部
は
、

無
料
法
律
相
談
（
後
援
＝
市
）

を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
１１
月
４
日
�
午
前
１０

時
〜
午
後
５
時
（
受
け
付
け
は

午
後
４
時
ま
で
）

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容
＝
借
地
借
家
・
金

銭
貸
借
・
通
信
販
売
・
不
動
産

登
記
・
相
続
な
ど
。（
税
務
相

談
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。）

そ
の
他
＝
同
大
学
教
授
や
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
弁
護
士
も
参
加
し
ま

す
。問

合
せ
先
＝
▼
京
都
大
学
法

律
相
談
部
（
�
０
７
５
・
７
５

１
・
９
３
６
５
）
▼
広
報
広
聴

課
（
�
６４
・
１
３
２
０
）

オゾン層は太陽の光に含まれ
る有害な紫外線を吸収する地
球の大切な「宇宙服」です。
1

フロンガスが大気中に出され
たことによって「宇宙服」の
オゾンが壊されてきました。
2

オゾンが壊されたところ（オゾ
ンホール）から有害な紫外線が
入ってくるようになりました。
3

今
月
は
「
オ
ゾ
ン
層
」
に

つ
い
て
で
す
。

地
球
を
取
り
巻
く
大
気
の

層
の
中
で
、
地
上
か
ら
約
１０

�
以
上
の

上
空
に
成

層
圏
と
呼

ば
れ
る
層

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
成
層
圏

の
中
で
地
上
か
ら
約
２０
〜
２５

�
を
中
心
に
オ
ゾ
ン
が
た
く

さ
ん
集
ま
っ
て
い
る
層
が
あ

り
、
こ
れ
を
オ
ゾ
ン
層
と
い

い
ま
す
。

オ
ゾ
ン
層
は
、
太
陽
の
光

に
含
ま
れ
る
有
害
な
紫
外
線

を
吸
収
し
て
陸
上
の
生
物
を

保
護
す
る
働
き
が
あ
る
の
で

す
。１

９
８
５
年
に
、
南
極
上

空
に
オ
ゾ
ン
が
薄
く
な
っ
て
、

オ
ゾ
ン
層
に
穴
が
あ
い
て
い

る
よ
う
な
部
分
が
あ
る
こ
と

が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

が
、
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
と
い
わ

れ
る
も
の
で
す
。
オ
ゾ
ン

ホ
ー
ル
は
、
年
ご
と
に
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
オ

ゾ
ン
ホ
ー
ル
が
で
き
た
原
因

は
、
フ
ロ
ン
と
い
う
化
学
物

質
に
よ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

フ
ロ
ン
は
、
冷
蔵
庫
、
エ

ア
コ
ン
な
ど
の
冷
媒
や
半
導

体
の
洗
浄
な
ど
に
使
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
人
体
に
害
が
な

く
、
大
変
身
近
に
役
立
っ
て

き
た
の
で
す
が
、
大
気
中
に

出
さ
れ
る
と
、
地
表
付
近
で

は
壊
さ
れ
ず
に
成
層
圏
ま
で

上
昇
し
、
そ
こ
で
紫
外
線
を

浴
び
て
壊
さ
れ
る
と
き
、
同

時
に
オ
ゾ
ン
層
も
壊
し
て
し

ま
う
の
で
す
。

オ
ゾ
ン
層
が
壊
れ
る
と
、

地
表
に
届
く
紫
外
線
の
量
が

増
え
て
、
皮
フ
が
ん
や
目
の

病
気
に
か
か
る
こ
と
が
心
配

さ
れ
ま

す
。
他
の

動
物
や
植

物
に
も
悪

い
影
響
が
出
る
で
し
ょ
う
。

オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
に
よ
る

影
響
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
フ

ロ
ン
を
作
ら
な
い
こ
と
、
使

わ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

現
在
で
は
、
フ
ロ
ン
の
代

わ
り
に
な
る
も
の
の
開
発
を

進
め
た
り
、
ご
み
に
な
っ
た

冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
な
ど
か

ら
フ
ロ
ン
を
取
り
出
し
、
大

気
中
に
出
さ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
の
取
り
組
み
が
行
わ

れ
る
な
ど
、
オ
ゾ
ン
層
を
守

る
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
努
力

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

地 球 は 
み 

地 球 は 
み ん な の 宝 物 ん な の 宝 物 4

～地球環境問題を考えよう～ 

オ
ゾ
ン
が
減
る
と
皮
フ
が
ん
に
？

オ
ゾ
ン
層
の

オ
ゾ
ン
層
の 

破
壊
破
壊 

オ
ゾ
ン
層
の 

破
壊 

オ
ゾ
ン
層
と
は
？ 

オ
ゾ
ン
層
が 

破
壊
さ
れ
る
と
？ 

オ
ゾ
ン
層
の 

破
壊
と
は
？ 

オ
ゾ
ン
層
の 

破
壊 

オ
ゾ
ン
層
と
は
？

オ
ゾ
ン
層
と
は
？ 

オ
ゾ
ン
層
が 

破
壊
さ
れ
る
と
？ 

オ
ゾ
ン
層
の 

破
壊
と
は
？ 

オ
ゾ
ン
層
と
は
？ 

オ
ゾ
ン
層
の 

破
壊 

オ
ゾ
ン
層
と
は
？ 

オ
ゾ
ン
層
が 

破
壊
さ
れ
る
と
？ 

オ
ゾ
ン
層
の

オ
ゾ
ン
層
の 

破
壊
と
は
？

破
壊
と
は
？ 

オ
ゾ
ン
層
の 

破
壊
と
は
？ オ

ゾ
ン
層
の 

破
壊 

オ
ゾ
ン
層
と
は
？ 

オ
ゾ
ン
層
が

オ
ゾ
ン
層
が 

破
壊
さ
れ
る
と
？

破
壊
さ
れ
る
と
？ 

オ
ゾ
ン
層
の 

破
壊
と
は
？ 

オ
ゾ
ン
層
が 

破
壊
さ
れ
る
と
？ 

もう 
いらなく 
なったよ 

ゆずって 
ほしいな お申し込み先 京田辺市内に本・支店を 

 有する金融機関（郵便局含む） 

必要なもの 預金通帳・お届けの印鑑・領収書 
 または使用水量のお知らせ 

おおむね60歳以上の 
健康で働く意欲のある方 
入会をお待ちしております 
申し込み・お問い合わせは、電話でＯＫ！ 

京田辺市田辺沓脱14番地 
（旧商工会館）TEL65-4020

�京田辺市シルバー人材センター 

聞いて
 

聞いて
 

シリーズ 

3

インターネットトラブル 
電子ショッピングは、キー操作で簡単に契約でき、在宅で購入できるためその
危険性が軽視されがちですが、これは「通信販売」と同じで、クーリングオフ制
度は適用されません。 
ホームページも閉じられてしまえば、訴えるにも業者の連絡先がわからず、そ
れまでです。相手が見えないからこそ、リスクも大きいと言えます。 

－電子ショッピング－ 

�業者の住所・名称・電話 
�消費税も含めた価格 
�送料の有無 
�前払いは危険 
�商品の届く期日 
�返品や交換が可能か 

確認しましょう！！  

 ＊十分気をつけて！ 
最近、市内でも目玉商品 
として安く提供し、高価 
な商品の販売を目的とし 
ている商法がめだってい 
ます。　 
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最
終
回
は
、「
顎
関
節
症
」（
が
く
か
ん
せ

つ
し
ょ
う
）
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

顎
関
節
症
は
、
口
が
開
き

に
く
い
・
音
が
す
る
・
顎
の

痛
み
の
３
つ
が
主
な
症
状
で

す
。
原
因
と
し
て
は
、
食
物

や
生
活
習
慣
の
悪
化
に
と
も

な
っ
て
顎
が
小
さ
く
な
っ
た

こ
と
、
か
み
合
わ
せ
が
悪
く

な
っ
た
こ
と
、
ス
ト
レ
ス
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

顎
関
節
の
治
療
と
し
て
は
、

口
の
中
に
特
製
の
装
置
を
は

め
て
も
ら
い
、
あ
る
程
度
の

期
間
、
調
整
と
観
察
を
続
け

る
（
ス
プ
リ
ン
ト
治
療
）、
か

み
合
わ
せ
が
ひ
ど
く
不
安
定

で
、
症
状
の
お
さ
ま
り
が
悪

く
ほ
か
の
治
療
法
で
成
果
が

あ
が
ら
な
い
場
合
に
新
し
い

か
み
合
わ
せ
を
つ
く
る
方
法
（
咬
合
治
療
）、

顎
関
節
部
の
手
術
に
よ
る
治
療
（
外
科
的
治

療
）
な
ど
が
あ
り
、
ほ
か
に
痛
み
を
な
く
す

目
的
で
非
ス
テ
ロ
イ
ド
系
消
炎
鎮
痛
剤
、
筋

弛
緩
剤
な
ど
を
投
与
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

症
状
が
軽
度
で
あ
っ
た
り
、

痛
み
を
伴
わ
な
い
時
に
は
放

置
し
が
ち
で
す
が
、
症
状
が

進
行
す
る
と
ま
っ
た
く
口
が

開
か
な
く
な
っ
た
り
、
顔
貌

が
変
わ
っ
た
り
、
頭
痛
や
全

身
倦
怠
感
な
ど
を
引
き
起
こ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
要

注
意
で
す
。

顎
関
節
症
の
主
な
３
つ
の

症
状１

、
口
が
開
け
に
く
い

２
、
口
を
動
か
す
と
顎
が

痛
い３

、
口
を
動
か
す
と
、
ク

リ
ッ
、
ク
リ
ッ
な
ど
の
音
が

す
る

お
わ
り

市
内
で
３
つ
目
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
と
な
る
「
つ
つ
き

の
郷
（
な
か
ひ
ら
園
）」（
三
山

木
西
ノ
河
原
４３
・
２
）
の
竣
工

式
が
９
月
２３
日
に
行
わ
れ
、
関

係
者
ら
約
１
５
０
人
が
工
事
の

完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
同
園
は

本
市
南
部
の
介
護
保
険
を
含
む

老
人
福
祉
の
拠
点
施
設
と
な

り
、
本
市
の
高
齢
者
福
祉
お
よ

び
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
充

実
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。つ

つ
き
の
郷
は
、
社
会
福
祉

法
人
南
山
福
祉
会
（
中
川
夛
平

理
事
長
）
が
運
営
。
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
３
階
建
て
で
、

延
べ
床
面
積
は
約
４
０
０
０
平

方
�
。
こ
の
施
設
は
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
（
定
員
５０
人
）

の
ほ
か
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
（
同
２０

人
）
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
（
同
１５
人
）
・
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
・
ヘ
ル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
や
、
市
か
ら
の
委

託
を
受
け
た
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
も
併
設
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
心
身
と
も
に
ゆ
っ
く

り
と
く
つ
ろ
い
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、
ト
ロ
ン
鉱
石
を
使
っ
た

お
風
呂
も
備
え
て
い
ま
す
。

竣
工
式
で
、
同
園
の
田
原
裕

子
施
設
長
は
「
入
所
者
・
利
用

者
な
ど
の
幸
せ
な
生
活
を
確
保

し
、
家
族
の
安
心
と
地
域
の
み

な
さ
ん
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る

よ
う
、
か
ん
ば
り
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
。
久
村
哲
市
長
は
「
地

域
の
密
着
し
た
施
設
と
し
て
、

本
施
設
が
そ
の
機
能
と
役
割
を

充
分
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
」
と
お
祝
い
の
言
葉

を
贈
り
ま
し
た
。

市
観
光
協
会

が
主
催
す
る
「
第

１０
回
一
休
と
ん
ち

大
賞
」
の
入
賞
作

品
が
決
ま
り
ま
し

た
。
今
年
の
応
募

作
品
総
数
は
、
こ

ば
な
し
の
部
が
３

５
１
点
、
エ
ッ
セ

イ
の
部
が
２
４
１

点
で
し
た
。
大
賞

に
は
、
こ
ば
な
し

の
部
で
東
京
都
の

上
田
勝
彦
さ
ん
、

エ
ッ
セ
イ
の
部
で

は
京
都
市
の
上
野

眞
弓
さ
ん
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

京
田
辺
市
か
ら
は
、
こ
ば
な

し
の
部
で
水
田
幸
子
さ
ん
、

エ
ッ
セ
イ
の
部
で
西
川
嘉
門
さ

ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
京
田
辺
市
観

光
協
会
長
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。受

賞
式
は
、
１１
月
３
日
（
文

化
の
日
）
に
市
役
所
で
開
か
れ

ま
す
。
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

（
敬
称
略
）
で
す
。

知
事
賞
作
品
は
、
１１
月
号
で

紹
介
し
ま
す
。

【
こ
ば
な
し
の
部
】

京
都
府
知
事
賞
＝
「
帰
国
子

高齢者福祉の拠点施設 高齢者福祉の拠点施設 

平
成
１３
年
度
市
明
る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
審
査
会
が
９

月
１７
日
に
開
か
れ
、
応
募
作
品

１
８
７
点
の
中
か
ら
次
の
３２
人

が
入
賞
し
ま
し
た
。

な
お
、
応
募
作
品
は
、
１１
月

３
日
・
４
日
に
田
辺
中
央
体
育

館
で
開
か
れ
る
市
民
文
化
祭
で

展
示
し
ま
す
。

▽
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

賞
＝
井
上
礼
美
子
（
三
山
木
小

４
年
）
前
川
夕
姫
（
松
井
ケ
丘

小
４
年
）

▽
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

会
長
賞
＝
下
村
彩
奈
（
大
住
小

２
年
）
大
矢
千
紘
（
田
辺
中
３

年
）▽

入
選
＝
松
岡
浩
之
（
桃
園

小
５
年
）
桐
村
優
希
（
桃
園
小

６
年
）
石
川
雄
大
（
草
内
小
２

年
）
奥
西
美
典
（
草
内
小
２
年
）

�
木
千
華
（
草
内
小
２
年
）
谷

村
万
由
美
（
草
内
小
２
年
）
谷

田
優
（
田
辺
中
３
年
）
冨
田
知

子
（
田
辺
中
３
年
）
三
尾
谷
恵

里
（
田
辺
中
３
年
）
山
住
千
尋

（
田
辺
中
３
年
）

▽
佳
作
＝
榊
貴
登
（
大
住
小

４
年
）
甲
斐
友
香
子
（
大
住
小

６
年
）
袖
岡
優
花
（
大
住
小
６

年
）
島
岡
希
（
桃
園
小
６
年
）

田
矢
千
夏
（
桃
園
小
６
年
）
桑

木
野
裕
佳
子
（
薪
小
６
年
）
杉

本
成
葉
（
草
内
小
２
年
）
中
村

一
博
（
草
内
小
２
年
）
上
村
絵

里
（
草
内
小
３
年
）
杉
本
久
美

子
（
草
内
小
３
年
）
出
島
美
咲

（
草
内
小
３
年
）
藤
原
恵
（
草

内
小
３
年
）
細

谷
春
奈
（
草
内

小
３
年
）
河
村

仁
哉
（
田
辺
中

３
年
）
河
野
真

寛
（
田
辺
中
３

年
）
杉
本
麻
也

香
（
田
辺
中
３

年
）
早
川
枝
里

（
田
辺
中
３
年
）

廣
谷
崇
（
田
辺

中
３
年
）

（
順
不
同
・

敬
称
略
）

一
休
さ
ん
ウ
ォ
ー
ク
２
０
０
１
の
申
し
込

み
は
、
お
済
み
で
す
か
！

一
休
さ
ん
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会
は
、
今

年
も
京
田
辺
市
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
旧
跡

や
名
所
を
巡
り
歩
く
、
一
休
さ
ん
ウ
ォ
ー
ク

を
開
き
ま

す
。日

時
＝
１１

月
１０
日
�
午

前
９
時
３０
分

開
始
（
午
前

８
時
３０
分
受

付
開
始
）

コ
ー
ス
＝
▼
初
心
者
コ
ー
ス
…
６
�
▼
一

般
コ
ー
ス
…
１２
�
▼
健
脚
コ
ー
ス
…
１７
�

参
加
料
＝
▼
事
前
申
込
…
１
人
１
５
０
円

▼
当
日
申
込
…
１
人
３
０
０
円
※
中
学
生
以

下
は
無
料
で
す

応
募
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
、
参
加
コ
ー

ス
お
よ
び
代
表
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・
参
加
人
数

を
書
い
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
一
枚
で

複
数
申
込
で

き
ま
す
）

し

め

き

り
＝
１０
月
３１

日
�
（
当
日

消
印
有
効
）

申
込
先
＝

京
都
新
聞
社
企
画
事
業
部
内
「
一
休
さ
ん

ウ
ォ
ー
ク
」
係
（
〒
６
０
４
・
８
５
７
７

〈
住
所
不
要
〉）

問
合
せ
先
＝
一
休
さ
ん
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委

員
会
（
健
康
推
進
課
内
、
�
６４
・
１
３
３
５
）

入
賞
者
決
ま
る

入
賞
者
決
ま
る 

入
賞
者
決
ま
る 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
約
２
５

０
人
の
市
民
な
ど
が
参
加
し
、

花
園
大
学
の
曽
根
誠
一
教
授

（
国
文
学
）、
岐
阜
経
済
大
学
の

梅
山
秀
幸
教
授
（
日
本
文
化
）、

竹
資
源
活
用
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内

村
悦
三
会
長
、
地
元
郷
土
史
家

小
泉
芳
孝
氏
ら
が
、
そ
れ
ぞ
れ

顎関節症に要注意

の
立
場
か
ら
意
見
を
発
表
。
研

究
者
は
、「
物
語
の
作
者
は
、

旧
綴
喜
郡
を
モ
デ
ル
に
し
た
と

言
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
」
な
ど
と
す
る
説
を
展
開
。

古
事
記
の
大
筒
木
垂
根
王
之
女

迦
具
夜
比
売
命
（
お
お
つ
つ
き

た
り
ね
み
こ
の
む
す
め
か
ぐ
や

ひ
め
の
み
こ
と
）
の
記
述
な
ど

に
つ
い
て
論
議
し
ま
し
た
。
曽

根
教
授
は
、「
大
筒
木
垂
根
王

が
綴
喜
地
方
の
人
で
あ
る
の
は

疑
い
が
な
く
、
物
語
の
モ
デ
ル

に
し
た
と
言
っ
て
い
い
」
と
指

摘
。
内
村
氏
は
、「
光
る
竹
の

根
本
か
ら
、
身
の
丈
三
寸
（
約

１０


）
の
か
ぐ
や
姫
が
生
ま
れ

た
。
竹
の
太
さ
を
考
え
る
と
、

古
来
か
ら
日
本
に
あ
っ
た
真
竹

で
は
な
い
か
」
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

全
国
で
「
竹
取
物
語
」
の
ゆ

か
り
の
地
と
主
張
し
て
い
る
地

は
、
１０
カ
所
以
上
あ
る
と
か
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
京

田
辺
も
物
語
の
舞
台
の
有
力
候

補
の
ひ
と
つ
だ
と
さ
れ
ま
し

た
。歴

史
と
ロ
マ
ン
の
ま
ち
京
田

辺
。
１１
月
４
日
の
市
民
文
化
祭

で
は
、
特
別
企
画
と
し
て

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
竹
取
物
語
」

の
上
演
も
行
わ
れ
ま
す
。

女
」
上
田
勝
彦
（
東
京
都
小
金

井
市
）

京
田
辺
市
長
賞
＝
「
夜
は
だ

れ
が
く
れ
た
の
？
」
小
田
真
也

(

大
阪
府
堺
市
）

観
光
協
会
長
賞
＝
▼
「
い
か

が
い
っ
ぱ
い
」
水
田
幸
子
（
京

田
辺
市
）
▼
「
数
字
覚
え
た
よ
」

河
村
邦
比
児
（
熊
本
県
熊
本
市
）

▼
「
病
院
の
待
合
室
風
景
」
田

尻
昭
二
（
青
森
県
青
森
市
）

【
エ
ッ
セ
イ
の
部
】

京
都
府
知
事
賞
＝
「
パ
パ
の

作
っ
た
マ
マ
の
家
」
上
野
眞
弓

（
京
都
市
）

京
田
辺
市
長
賞
＝
「『
笑
い
』

の
高
齢
者
対
策
」
居
村
哲
也

（
兵
庫
県
西
宮
市
）

観
光
協
会
長
賞
＝
▼
「
赤
い

糸
」
西
川
嘉
門
（
京
田
辺
市
）

▼
「
戯
形
金
色
夜
叉
疑
心
恋
劇
」

栗
田
弥
超
（
宮
城
県
石
巻
市)

▼
「
仙
女
さ
ま
の
死
に
じ
た
く
」

藤
井
規
子(

愛
知
県
刈
谷
市
）

中
央
公
民
館
で
開
か
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

一 休 さ ん
ウ オ ー ク

し
め
き
り
迫
る 

申
込
は
往
復
は
が
き
で

明るい選挙
ポ ス タ ー

作
品
は
文
化
祭
で
展
示

市内３つ目の特別養護老人ホーム「つつきの郷」

「
今
は
昔
、
竹
取
の
翁
と
い
ふ
者
あ
り
け
り
…
…
」
で
始
ま
る
「
竹
取
物
語
」。

物
語
の
発
祥
は
京
田
辺
で
は
な
い
か
│
と
、
京
田
辺
市
郷
土
史
会
（
藤
本
冨
雄
会

長
）
は
、
国
文
学
や
日
本
文
化
、
竹
の
専
門
家
ら
を
迎
え
９
月
２２
日
中
央
公
民
館

で
京
田
辺
市
と
竹
取
物
語
と
の
か
か
わ
り
を
探
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「『
竹
取
物
語
』

か
ぐ
や
姫
の
里
│
京
田
辺
」
を
開
き
ま
し
た
。

国文学者を迎え
シ ン ポ ジ ウ ム

３つ目の特別養護老人ホーム完成つ
つ
き
の
郷

郷土史会

一休とんち大賞入賞者決まる

京田辺の水田・西川さんが協会長賞に

選管委員長賞の前川さんの作品

選管委員長賞の井上さんの作品


